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１ 指導の立場 

 自然の事象に対して、自分で考え、調べ、解決

する楽しさを生徒に味わわせる授業を目指してい

る。自然の仕組みや法則を単に知識として学習す

るだけでは自然の事物・現象への関心や探究の意

欲は育てられない。生活経験や学習して得た知識

とを組み合わせて、ものごとを多面的に見たり考

えたりする習慣を身に付けさせることが必要だと

考える。そこで、自然の事物・現象に対して「な

ぜだろう」と抱いた疑問に対して自分の考えをも

ち、観察，実験で得た事実をもとに自らの考えを

修正したり、深めたりしながら追究活動を行って

いくことは、科学的な見方や考え方を育てること

につながると考え、以下のように「願う生徒の姿」

と「研究仮説」を設定した。 

（１）願う生徒の姿 

  観察，実験で得た事実をもとに自らの考えを 

修正したり、深めたりしながら課題を解決する 

生徒 

（２）研究仮説 

  一人一人の考え方を大切にし、観察，実験によ

って得た事実をもとに、多面的に追究できるよう

にするための指導を行えば、自分の考えやその根

拠を事実をもとに振り返るようになり、自らの考

えを修正したり、深めたりしながら課題を解決す

るようになるであろう。 

（３）研究内容 

 ①単元の学習内容の構造的把握 

 ②観察，実験によって得た事実をもとに、多面  

的に追究できるようにするための指導の工夫 

 

２ 実践 

①単元の学習内容の構造的把握 

 本単元では、物質そのものが変わる化学変化の

初歩的な概念を学び取らせるために、状態変化と

の比較がしやすい熱分解から導入し、原子・分子

の粒子概念を定着させることをねらう。さらに化

合、燃焼、質量保存の法則、定比例の法則といっ

た化学変化についても、粒子的な見方で捉えられ

るようにするために、次のように単元を構造的に

とらえた（図表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１ 「化学変化と原子・分子」単元構造図 

 

②観察，実験によって得た事実をもとに、多面的 

に追究できるようにするための指導の工夫 

 事象提示では、単位時間ごとの意識の連続化を

心がけた。そのためには、既習内容と関連させて 

事象を提示することで考える足場をもたせ、一人

一人が予想や追究の見通しがもてるようにした。 

 観察，実験については、できる範囲内ではある 

 
 

物理的な分解

 物質を分けていくと 
小さな粒になる。 

化学的な分解 

 
炭酸水素ナトリウムの分解 水の電気分解

 
 

・ 物質の性質はなくならない。

・ 物質の性質を手がかりにす 
ると、物質を分解できる。 

「化学変化と原子・分子」単元構造図 

・ 物質そのものが変化する。 

・ 化学変化をする前の物質がもっていた 
性質はなくなる。 

一粒の粒子   分 解  単体と化合物 

粒子的な見方による 

 
化学変化のとらえ 

化学反応式 

化 合 燃 焼 質量保存の法則 定比例の法則

・ 物質は、原子の組み合わせによって決まる。 
・ 反応の前後で物質は変化しても、全体の質量は変化しない。 
・ 物質をつくる原子どうしは決まった割合で結びつく。 

粒子モデルの形成 



  

 

    

膨らし粉を入れた方は膨らんだ。
中を見ると小さな穴がたくさんあい
ている。 

＜Ａ男の学習前の意識＞
物質にはそれぞれ固有の性質があ
り、物質が水に溶けても状態変化を
しても、性質はなくなったり変化し
たりしない。 

捕集した気体を冷却しても
膨らし粉にもどらない。 
「水」らしきものが出てきた。 

石灰水が白濁した。

塩化コバルト紙で「水」
であることを確認した。 

加熱前と加熱後では、水へ
のとけやすさや、フェノール
フタレイン反応が違う。 

なぜ膨ら
し粉を入れ
た方は膨ら
んだのだろ
うか。 

膨らし粉
から二酸化
炭素や水が
出てきたと
いうことは、
残った物質
は膨らし粉
ではなくな
ったのだろ
うか。 

水の電気分解（水→水素＋酸素）

   粒子モデルの形成 

鉄と硫黄の混合物を熱する
と、灰色が黒色になり、粉末か
ら棒状の固まりになった。 

＜仲間が見つけた事実＞
赤い色になり反応してい
るときにはくさい臭いが発
生したが、しばらくすると
生成物は特にくさい臭いが
しなかった。 

鉄だけを熱しても赤
く反応が起こらず、生成
物の様にならない。 

混合物と生成物では、磁石へ
のつき具合、塩酸へ入れたとき
の反応の様子や臭いが違った。 

鉄や硫黄は
単体であり、こ
れ以上分解で
きない物質で
あることを確
認する。 

「黄色である」
ことは、硫黄の
性質の一つで
あり、「色」と
いう方法で生
成物を調べれ
ばよいことを
確認する。 

生成物には黄色の粉末が見られない。
混合物を塩酸に入れると、黄色の粉末が
とけずに浮いてきたが、生成物は塩酸に入
れても、黄色の粉末が浮いてこなかった。

教師による 
問いかけ・援助 

図表２ Ａ男が自らの考えを修正したり、深めたりしている過程

＜仲間の考え＞
何か他の気体が出て
きたから。 
（二酸化炭素， 
酸素，水素）

膨らし粉が状態変化を
して気体になり、体積が
大きくなったから。 

状態変化のた
めに膨らんだの
ではないのだ。

膨らし粉から二酸
化炭素が発生したか
ら膨らんだのだ。 

膨らし粉を加熱すると、別
の物質になるのだ。 
なぜ加熱すると、膨らし粉が
別の物質になるのだろうか。 

鉄や硫黄とは別の物
質になったのだろう。 
 鉄や硫黄の原子はな
くならないのに、なぜだ
ろうか。 

硫黄が燃え、
残った鉄が固ま
ってできた物質
だろう。 

生成物は硫黄でもない物質だ。
鉄と硫黄の混合物を熱すると、鉄
や硫黄でもない別の物質ができた。
これは、鉄の原子と硫黄の原子が結
びついたからなのだ。 

生成物は鉄の性質
をもたないので、鉄で
はない物質だ。 

生成物には、
硫黄も関係して
いるのだ。 

 

 



が、立てた予想によって方法が違う場合は方法別

実験を取り入れ、自分の目で事実を確かめること

を大切にした。 

＜例＞炭酸水素ナトリウムの分解  （図表２） 

 考察では、いくつかの実験の結果を比較して考

えさせたり、既習内容と関わらせて考えさせたり

することにより、事実から新たに気付いたり、疑

問をもったりするなど、自分なりの考えを振り返

る場を設定した。 

＜例＞ 鉄と硫黄の化合            （図表２） 

「原子の性質」の中に、「原子は、化学変化に

よって他の種類の原子に変わったり、なくなった

り、新しくできたりすることはない。」とある。

ところが、これ以上分解できない鉄と硫黄の混合

物を熱すると見た目全然違う物質になるため、生

徒は「鉄や硫黄がどうなってしまったのか」「で

きたものは何なのか」という疑問と、それに対し

て自分なりの考えをもった。 

 これらの疑問を解決するには、鉄と硫黄が結び

ついたために別の物質ができたことをつきとめる

必要がある。そのためには、鉄と硫黄の混合物を

熱したときの様子から、生徒一人一人がどんなこ

とを事実として見つけ、見つけた事実からこの変

化をどのように考えているかを把握して指導の手

立てに生かすことで、鉄と硫黄の化合を事実をも

とにして多面的に追究でき、自分なりの考えを振

り返ることができるようにした。 

  

 Ａ男は炭酸水素ナトリウムの分解で抱いた疑問

を、鉄と硫黄が化合して別の物質になる事実から

次のように振り返っている（資料１）。    

                    資料１ Ａ男のノート  

３ 成果と課題 

（１）成果 

①単元の学習内容を構造的に把握することで

一時間一時間のつながりが明らかになり、こ

のことが生徒に考える足場をつくり、自分の

考えをもちやすくすることにつながった。 

②観察，実験からどんな事実を見つけ、そこか

らどんな考えをもっているかを把握して指導

することにより、生徒が自分なりの考えを事

実をもとに振り返るようになってきた。 

（２）課題 

①課題に対して一人一人の考えを大切にしな

がら多面的に追究できるようにするには、観

察，実験からどんな事実をつかませたいのか、

事実から考えをもつための足場は何かという

ことをより一層具体的なものにしていく必要

がある。 

②生徒が自分の考えを修正したり、深めたりす

るには、一人一人の考えにそった指導ととも

に、互いの考えを練り合う場の工夫を行う必

要がある。 


